
『減感作療法』とは？

スギ花粉症は、スギ花粉が原因（アレルゲン）となって引き起こすアレルギー疾患で、

春先にくしゃみ、鼻水、鼻づまり、眼の痒みなどのつらい症状を起す疾患で日本人の

25％がスギ花粉症の症状を有すると分かっています。減感作療法（アレルゲン免疫療

法）はアレルゲンを低濃度で少量ずつ投与し、徐々に投与量を増やしながら繰り返し

投与することにより、身体をアレルゲンに慣らし、症状を和らげたり、日常生活に与え

る影響を改善するなど、根本的な体質改善を期待する治療法です。

以前は医療機関で皮下に注射する「皮下免疫療法」だけでしたが、

最近では自宅で舌の下で治療薬を保持する「舌下免疫療法」のお

薬が登場し、自宅での服薬で治療が出来るようになりました。

治療に当たってはまず、血液検査等でアレルギーの原因を確認したうえでスタートし

ます。当センターでおこなっている舌下免疫療法は安定すれば1～2ヶ月ごとの通院で

済みます。

具体的にはアレルゲンを含む錠剤を毎日舌下（舌の裏）に１～２分間含んだあとに飲

み込みます。その後５分間はうがいや飲食はできません。治療開始後２週間目から少

し増量しその後は維持します。初回は病院で舌下し様子を診ますが、

２回目以降は自宅でおこないますので、基本的には自宅治療となり

ます。花粉の飛散時期には治療を開始できないため、お子さんの場

合には夏休みなどを利用してスタートするのも良いでしょう。また、

途中で中断した場合には最初からやり直しになります。治療期間中で

も花粉の飛散時期に症状があれば内服薬を飲んだり、ステロ

イドを含む外用薬（点眼、点鼻）を併用することも可能です。

舌下免疫療法は、12歳以上で有効性は70％以上と言われて

います。2018年からは、11歳以下のお子さんにも治療が可

能となりました。また鼻だけでなく眼にも効果があります。
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体質を変えて、花粉症のｱﾚﾙｷﾞｰ症状を改善



舌下免疫療法ではアナフィラキシーなどの重篤な副作用は一般的に極めて少ない

（投与100,000,000回に1回、副反応4000例のうち1例）とされていますが、口腔

浮腫や口内炎、咽頭刺激感、口腔内の掻痒感などの症状がみられる事がありえます。

投与を続けるうちに軽減することが多く、治療そのものに影響することはありません

が注意が必要です。

花粉症患者は年々増え続け、子どもの発症も増加しています。スギ花粉シーズンは卒

業、受験、入学、就職シーズンのこともあり親にとっても悩ましい症状です。「眠気が

少ない」「１日１回」など抗ヒスタミン剤など他の内服薬も服用しやすくなっていると

はいえ、できれば飲みたくないという方も多いでしょう。治療を開始後初めてのスギ花

粉飛散シーズンからの効果が期待されますので減感作療法も治療の選択枝のひとつとし

て考えてみてはいかがでしょうか。我が国に於ける舌下免疫療法ではスギ花粉症と、ダ

ニアレルゲンによる通年性鼻炎が保険適応になっております。

治療を希望される方は、小児科外来へお問い合わせください。成人の治療もおこなっ

ています。


